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パブリックコメント手続（市民の意見募集）
障がい者計画（案）・地域福祉計画（案）
高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画［第３期］（案）

元気ハツラツ麻町キッズ



今月の表紙

元気ハツラツ麻町キッズ

　麻町に設置されたイルミ
ネーションの下で、麻町キッ
ズたちが寒さに負けず元気
にポーズ。
　

表紙を飾る写真を募集中！

提出先/問い合わせ
市役所２階企画振興課

拶３９‐２３０４

人人口口とと世帯世帯数数
１７年１２月末（前月比）

(2)25,340人　口

( 6)１３,280女

(- 4)１2,060男

( 6)21,556富良野

(- 4)2,５13山　部

( 0)1,２71東　山

(-7)10,698世帯数

(- 4)9,283富良野

(- 1)1,016山　部

(- 2)399東　山

占冠村

静かに湧き出る温泉

　　　　　湯の沢温泉で温まろう！

　占冠村にある湯の沢温泉は、鉱泉が湧き
出す沢が厳しい寒さの中でも凍らないこ
とから名がついた温泉です。清らかな空気
と良質の湯、そして静寂の中に心身を浸す
ことを求める方にはもってこいの温泉で
す。北海道で一、二を争う占冠村の厳しい
冬の寒さも、湯の沢温泉に浸かればポッカ
ポカ。ぜひお越しください。

鰹問 占冠村観光協会　  拶５６－２１２１

中富良野町

なかふらの地酒まつり　

　２月１７日画午後６時から農村環境セン
ターで開催されます。
　会場では米酒やぶどう酒、また地元の大
麦を使用したビールなどの飲み物のほか、
手づくりのおいしい料理ももりだくさ
ん！歌謡ショー・抽選会のイベントもおた
のしみください。
チケット：１，５００円（当日券あり）

鰹問 ＪＡふらの中富良野支所

拶４４－２２１３　

上富良野町

冬はやっぱり温泉！

吹上温泉保養センター「白銀荘」

　十勝岳温泉郷の吹上温泉保養センター
「白銀荘」は上富良野振興公社が運営する
平成９年新築の露天風呂や温泉プールを
備えた公共温泉で、自炊宿泊の温泉宿です。
　広いヒバ浴槽と天然温泉で、心と身体も
リフレッシュできます。ＪＲ上富良野駅か
らバスが運行しています。

日帰り入浴　大人６００円など

鰹問 白銀荘　拶４５－４１２６

南富良野町

　かなやま湖の冬の風物詩

　「氷上ワカサギ釣り」

　かなやま湖のワカサギ釣りシーズンが
到来しました。寒さが厳しくなるこれから
が本番で３月中旬まで楽しめます。家族連
れや仲間と一緒にぜひお越しください。
釣魚料
　１日券　１０００円　年間券　５０００円
役場・かなやま湖保養センター・魚場監視
員などで取り扱っています。

鰹問 企画商工課　 拶５２－２１１５
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障
が
い
者
計
画
（
案
）・
地
域
福
祉
計
画
（
案
）・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
﹇
第
３
期
﹈（
案
）
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を
募

集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
計
画
案
に
対
し
て
、
市
民
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
市
民
の
意
見
募
集
）

障
が
い
者
計
画
（
案
）
・
地
域
福
祉
計
画
（
案
）

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
［
第
３
期
］
（
案
）

意
見
提
出
に
つ
い
て

◆
意
見
を
提
出
で
き
る
方

虚
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
許
市
内
で
働
い
て
い
る
方

距
市
内
で
学
ん
で
い
る
方
鋸
市
内
に
事
業
所
や
事
務

所
が
あ
る
法
人
や
そ
の
他
の
団
体

◆
提
出
方
法

虚
封
書
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
書
面

（
様
式
自
由
）
や
録
音
テ
ー
プ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

許
直
接
提
出
や
意
見
箱
（
公
表
場
所
に
設
置
）
へ
の
投

函
も
で
き
ま
す
。

距
意
見
を
提
出
す
る
と
き
は
、
住
所
・
氏
名
な
ど
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん

が
、
記
入
が
な
い
意
見
に
は
回
答
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

原
案
の
公
表
場
所

●
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）

●
山
部
・
東
山
支
所
窓
口

●
担
当
課

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

共
通
事
項

市民の意見をお寄せください

障
が
い
者
計
画
（
案
）

計
画
の
必
要
性

　

障
が
い
者
計
画
は
、
平
成　

年
１３

３
月
、
障
が
い
者
の
自
立
と
参
加

の
一
層
の
促
進
を
図
り
、
障
が
い

者
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
に
策
定
し
て
以
来
５

年
が
経
過
し
、
そ
の
間
、
成
年
後

見
人
制
度
、
支
援
費
制
度
が
新
た

に
導
入
さ
れ
、
平
成　

年
４
月
か

１８

ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

の
施
行
、
ハ
ー
ト
ビ
ル
ド
法
の
改

正
に
よ
り
「
障
が
い
者
や
高
齢
者

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
を
目
指
し
た
施
策
の
推
進
も
不

可
欠
と
な
り
、
国
は
平
成　

年　
１４

１２

月
、「
新
障
害
者
基
本
計
画
｣
を
策

定
し
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
｣

と
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
｣

の
理
念
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

障
が
い
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
、
国

民
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
｣

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
各
分
野
に

お
い
て
様
々
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
障
が
い
者
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
化
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
に
対
応
さ
せ
る
た
め
、

計
画
の
全
面
見
直
し
（
改
訂
）
を

行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
は
障
害
者
基

本
法
に
基
づ
く
障
害
者
計
画
と
障

害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害

福
祉
計
画
を
一
体
的
な
も
の
と
し

て
策
定
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
概
要

○
計
画
の
基
本
理
念

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
の
中

で
普
通
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
を

め
ざ
す
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
｣
の
理
念
と
、
障
が
い
の
あ
る

人
が
自
立
す
る
た
め
に
適
切
な
支

援
を
行
い
、
個
人
の
尊
厳
を
目
指

す
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
の

理
念
の
も
と
に
、
と
も
に
支
え
合

う
地
域
社
会
の
中
で
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
「
自
分
の
生
き
方
を
地

域
で
自
分
ら
し
く
実
現
で
き
る
社

会
｣
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、
各
種
の
施
策
を
推
進
し
ま

す
。
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○
計
画
の
基
本
的
方
向

　

国
民
誰
も
が
同
等
に
参
加
で
き

る
共
生
社
会
は
、
国
だ
け
で
な
く

事
業
者
、市
民
団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
す
べ
て
の
社
会
構
成
員

が
そ
の
価
値
観
を
共
有
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
て

主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

は
じ
め
て
実
現
で
き
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
り
、

本
計
画
で
は
、
次
の
４
つ
を
基
本

的
方
向
と
し
て
、
市
民
、
事
業
者
、

市
民
団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
各

種
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

虚
利
用
者
本
位
の
支
援

許
障
が
い
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た

施
策
の
展
開

距
社
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推

進鋸
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
施
策
を

推
進
す
る
計
画

○
計
画
の
期
間

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

１８

２４

ま
で
の
７
年
間
と
し
ま
す
。（
た
だ

し
、
第
５
章
の
障
が
い
福
祉
計
画

は
、
平
成　

年
度
（
第
１
期
）
ま

２０

で
と
し
ま
す
。）

○
施
策
の
重
点
課
題

虚
市
民
の
障
が
い
者
へ
の
理
解

許
障
が
い
者
施
策
に
対
す
る
市
役

所
全
体
の
取
り
組
み
の
推
進

距
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
内

容
の
充
実

○
計
画
の
推
進　
　

虚
自
立
し
た
生
活
の
確
立

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
健
や
か
で
、

地
域
で
自
立
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
利
用

者
本
位
の
立
場
に
立
っ
て
個
人
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
生
活

支
援
体
制
の
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
の

量
的
質
的
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
な

ど
自
立
し
た
生
活
の
確
立
を
支
援

し
ま
す
。

許
自
己
実
現
へ
の
挑
戦
支
援

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
自
己
選
択

と
自
己
決
定
の
も
と
に
、
個
性
や

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
加
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
教
育
・

育
成
の
充
実
、
就
労
機
会
の
拡
大
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
自
己
実
現
へ
の
挑
戦
を
支

援
し
ま
す
。

距
あ
ら
ゆ
る
障
が
い
の
解
消

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
と
と
も
に
、
自
ら
の
選
択
に
よ

る
社
会
参
加
の
自
由
が
保
障
さ
れ

た
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、差
別
・

偏
見
の
解
消
、
安
心
・
安
全
な
生

活
環
境
の
整
備
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

バ
リ
ア
（
障
壁
）
の
解
消
に
努
め

ま
す
。

　

社
会
全
体
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

（
障
壁
の
な
い
）化
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
、
企
業
・
市
民
団
体
等
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。

○
障
が
い
福
祉
計
画

　

障
が
い
者
福
祉
計
画
と
は
、
障

害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
障

が
い
の
あ
る
人
が
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
給

付
、
訓
練
等
給
付
、
自
立
支
援
医

療
給
付
、
補
装
具
給
付
、
サ
ー
ビ

ス
計
画
作
成
費
給
付
、
地
域
生
活

支
援
事
業
）
の
実
施
計
画
で
す
。

実
施
期
間
を
平
成　

年
度
か
ら
平

１８

成　

年
度
の
３
カ
年
と
し
、
次
の

２０
項
目
に
沿
っ
て
計
画
的
に
実
施
し

て
い
く
も
の
で
す
。

虚
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
計
画
）

種
類
毎
の
見
込
量
及
び
推
進
方
策

許
自
立
支
援
医
療
費
等
の
見
込
量

及
び
推
進
方
策

距
補
装
具
の
見
込
量
及
び
推
進
方

策

鋸
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体

制漁
自
立
支
援
給
付
及
び
地
域
生
活

支
援
事
業
の
見
込
額

禦
目
標
数
値
検
証
の
推
進

計
画
の
検
討
経
過

○
平
成　

年　

月
か
ら
平
成　

年

１６

１１

１８

１
月
富
良
野
市
障
が
い
者
計
画
策

定
市
民
委
員
会
に
お
い
て
検
討

（
延
べ
３
回
）、
ま
た
、
庁
内
的
に

も
関
係
部
局
関
係
者
に
よ
る
実
務

者
会
議
も
実
施
し
検
討
し
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成　

年
３
月
下
旬

１８

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

　

公
表
、
計
画
の
決
定

・
平
成　

年
４
月　

計
画
実
施

１８

市民の意見をお寄せください
［意見募集期間］

２月１日鰹水 ～２０日鰹月 

も
り
、
児
童
虐
待
、
配
偶
者
等
か

ら
の
暴
力
、
子
育
て
家
庭
の
孤
独

化
な
ど
が
社
会
的
問
題
と
し
て
発

生
し
、
地
域
で
の
助
け
合
い
や
支

え
合
い
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
は
、
戦

後
の
生
活
困
窮
者
の
保
護
・
救
済

に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
高
齢
者
、

計
画
の
必
要
性

　

加
速
す
る
少
子
・
高
齢
化
、
核

家
族
化
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
、
市
民
の
価
値
観
の
多

様
化
、
景
気
低
迷
の
長
期
化
な
ど

福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
引
き
こ

障
が
い
者
計
画
（
案
）

地
域
福
祉
計
画
（
案
）
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く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行

政
ば
か
り
で
は
な
く
、
市
民
、
事

業
者
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

理
解
し
な
が
ら
公
共
的
な
役
割
を

分
担
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
地
域
福

祉
活
動
の
主
体
が
協
働
の
も
と
で
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
、
心
豊
か
で
住
み
よ
い
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
み
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
計
画
の
基
本
目
標

　

基
本
理
念
を
達
成
す
る
た
め
、

次
の
４
つ
を
基
本
目
標
に
掲
げ
て
、

相
互
連
携
を
図
り
な
が
ら
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

虚
安
心
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

・
総
合
相
談
体
制
の
充
実

・
関
係
機
関
な
ど
の
連
携
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
調
整

・
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
利
用
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
施
策
の
推
進

﹇
主
な
推
進
事
業
﹈

●
保
健
福
祉
部
相
談
窓
口

●
障
害
者
自
立
支
援
等
推
進
事
業

●
地
域
ふ
れ
あ
い
支
援
事
業
（
託

老
・
サ
ロ
ン
）

●
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

●
高
齢
者
い
き
い
き
事
業

許
み
ん
な
で
参
加
す
る
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
地
域
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動

の
推
進

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
福

祉
活
動
の
推
進

・
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

﹇
主
な
推
進
事
業
﹈

●
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ
ン

タ
ー
事
業

●
地
域
生
活
支
援
事
業
（
小
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
（
研
修
・
講
座
な
ど
）

距
み
ん
な
で
支
え
る
福
祉
事
業
の

基
盤
づ
く
り

・
福
祉
事
業
の
育
成

・
福
祉
を
担
う
人
材
育
成

﹇
主
な
推
進
事
業
﹈

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
定
校
の
促
進

●
除
雪
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
図
書
宅
配
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
高
齢
者
等
介
護
者
教
室

鋸
み
ん
な
で
育
て
る
福
祉
の
環
境

づ
く
り

・
快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
の
環
境

づ
く
り

・
体
験
・
学
習
に
よ
る
支
え
あ
い

の
意
識
づ
く
り

﹇
主
な
推
進
事
業
﹈

●
Ｌ
モ
ー
ド
電
話
機
福
祉
活
動

●
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

●
防
災
施
策
の
推
進

障
が
い
者
、
児
童
な
ど
を
対
象
に

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
基
づ
き
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成　

年
度
か
ら
施
行
さ

１２

れ
た
介
護
保
険
制
度
を
契
機
に
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
福
祉

の
事
業
者
が
対
等
な
関
係
に
立
ち
、

利
用
者
自
ら
が
契
約
に
よ
り
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
制
度
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
年
６
月
に
は
「
社
会

福
祉
事
業
法
｣
が「
社
会
福
祉
法
」

と
し
て
改
正
さ
れ
、
利
用
者
の
立

場
に
立
っ
た
社
会
福
祉
制
度
の
構

築
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
社

会
福
祉
事
業
の
充
実
・
活
性
化
、

地
域
福
祉
の
推
進
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
す
べ
て
の
市

民
が
生
活
の
拠
点
で
あ
る
住
み
な

れ
た
地
域
で
安
心
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
福
祉
関
連
施

策
の
推
進
と
仕
組
み
づ
く
り
を
通

し
て
、
幅
広
い
市
民
の
主
体
的
な

参
加
と
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政

の
協
働
の
も
と
に
「
共
に
支
え
あ

い
、
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
｣
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策

定
す
る
も
の
で
す
。

計
画
の
概
要

○
計
画
の
基
本
理
念

　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ぬ

く
も
り
の
あ
る
地
域
福
祉
社
会
づ

○
計
画
の
推
進

　

市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働

に
よ
る
計
画
の
推
進

　

市
民
、
事
業
者
、
そ
し
て
行
政

が
互
い
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
一
体
と

な
っ
て
、
総
合
的
・
長
期
的
な
視

点
か
ら
計
画
を
推
進
し
ま
す
。　

○
計
画
の
期
間

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

１８

２７

ま
で
の　

年
間
と
し
ま
す
（
必
要

１０

に
応
じ
て
見
直
し
ま
す
。）

計
画
の
検
討
経
過

○
平
成　

年　

月
か
ら
平
成　

年

１６

１２

１８

１
月
富
良
野
市
地
域
福
祉
計
画
策

定
市
民
委
員
会
に
お
い
て
検
討

（
延
べ
４
回
）、
ま
た
、
庁
内
的
に

も
関
係
部
局
関
係
者
に
よ
る
実
務

者
会
議
も
実
施
し
検
討
い
た
し
ま

し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成　

年
３
月

１８

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
公

　

表
、
計
画
（
案
）
の
決
定

・
平
成　

年
４
月　

計
画
実
施

１８

保健福祉部福祉課
〒０７６‐8555
富良野市弥生町１番３号　維39‐2211

胃39‐2222
電子メール
hukushi-k@city.furano.hokkaido.jp

障がい者計画（案）
地域福祉計画（案）
に対する問い合わせ
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計
画
の
必
要
性

　

こ
の
計
画
は
、
平
成　

年
３
月

１５

に
策
定
し
た
「
富
良
野
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
富
良
野
市
介
護

保
険
事
業
計
画
（
第
２
期
）」
の
現

状
と
課
題
の
分
析
・
評
価
を
行
い
、

新
た
な
計
画
期
間
（
平
成　

年
度

１８

〜
平
成　

年
度
）
に
お
け
る
サ
ー

２０

ビ
ス
見
込
量
・
目
標
を
明
ら
か
に

し
、
今
後
の
高
齢
者
の
保
健
福
祉

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
に
、
第
２
期
計
画
を

一
部
見
直
し
、
策
定
す
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
介

護
保
険
料
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

（
介
護
保
険
条
例
の
改
正
）

計
画
の
概
要

　

一
人
ひ
と
り
の
高
齢
者
が
個
人

と
し
て
の
尊
厳
を
保
ち
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き

る
こ
と
を
支
援
す
る「
自
立
支
援
・

促
進
型
福
祉
」
を
、
本
市
す
べ
て

の
高
齢
者
へ
の
保
健
・
福
祉
の
基

本
的
考
え
方
と
し
、
次
の
目
標
を

た
て
計
画
の
実
施
に
取
り
組
み
ま

す
。

〔
政
策
目
標
〕

●
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
。

●
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
人
と

し
て
の
尊
厳
を
保
ち
、
家
族
や
地

域
の
中
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
。

●
す
べ
て
の
人
々
が
助
け
合
い
支

え
あ
う
地
域
社
会
を
展
望
す
る
。

〔
重
点
施
策
〕

虚
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推

進
　

す
べ
て
の
高
齢
者
が
、
自
ら
の

健
康
を
保
ち
、
生
き
が
い
を
も
っ

て
生
活
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
健
康

長
寿
を
実
現
で
き
る
よ
う
一
次
予

防
を
重
視
し
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
転
倒

や
認
知
症
・
閉
じ
こ
も
り
予
防
な

ど
の
介
護
予
防
施
策
を
展
開
し
ま

す
。

（
推
進
事
業
）　

健
康
診
査
・
健
康

教
育
・
健
康
相
談
・
訪
問
指
導
・

介
護
予
防
等
サ
ー
ビ
ス
な
ど

許
社
会
参
加
・
生
き
が
い
活
動
の

促
進

　

高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加

と
し
て
の
生
き
が
い
就
労
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
培
っ

て
き
た
知
識
・
経
験
を
活
か
し
た

自
己
実
現
が
図
ら
れ
る
機
会
の
提

供
、
学
習
や
趣
味
活
動
な
ど
の
社

会
参
加
・
生
き
が
い
活
動
を
促
進

し
ま
す
。

（
推
進
事
業
）　

生
涯
学
習
・
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
・
高
齢
者
元
気
づ

く
り
事
業
・
生
き
が
い
就
労
な
ど

距
地
域
ケ
ア
体
制
の
構
築

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
日
常
生
活
支
援
事
業
や
介
護

予
防
施
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
ど
様
々
な

社
会
資
源
と
連
携
し
な
が
ら
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢

者
の
見
守
り
な
ど
地
域
ケ
ア
体
制

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

（
推
進
事
業
）　

生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
・
家
族
介
護
支
援
事
業
・
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
な
ど

鋸
認
知
症
高
齢
者
施
策
の
推
進

　

認
知
症
高
齢
者
の
発
生
予
防
を

図
る
と
と
も
に
、
認
知
症
高
齢
者

及
び
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
地
域

で
生
活
で
き
る
施
策
を
展
開
し
ま

す
。

（
推
進
事
業
）　

認
知
症
予
防
教

室
・
家
族
介
護
支
援
事
業
・
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
な
ど

漁
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
利
用

者
の
保
護

　

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
量
の
確
保
と
質
の
保

持
・
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

保
険
者
と
し
て
、
在
宅
重
視
を
継

続
し
、
利
用
者
が
主
体
的
に
選
択

で
き
る
仕
組
み
の
確
立
を
図
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
中
心
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
認
知
症

高
齢
者
な
ど
契
約
締
結
に
な
じ
み

に
く
い
高
齢
者
の
権
利
擁
護
や
苦

情
相
談
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

（
推
進
事
業
）　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
な
ど

市
民
へ
の
影
響

○
介
護
保
険
料
の
改
定

市民の意見をお寄せください
［意見募集期間］

１月２７日鰹金 ～２月１５日鰹水 

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
［
第
３
期
］
（
案
）

介
護
保
険
料
の
改
定
を
含
む
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保健福祉部介護保険課
〒０７６‐8555
富良野市弥生町１番３号　維39‐2255

胃39‐2222
電子メール
kaigo-k@city.furano.hokkaido.jp

高齢者保健福祉計画・介護保険
事業計画［第３期］（案）
に対する問い合わせ

　

介
護
保
険
事
業
計
画
に
よ
り
平

成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で

１８

２０

の
３
年
間
の
給
付
見
込
み
に
基
づ

き
第
１
号
被
保
険
者（　

歳
以
上
）

６５

の
保
険
料
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
今

回
の
保
険
料
額
は
現
在
の
介
護
報

酬
に
基
づ
き
算
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り
基

準
と
な
る
予
定
保
険
料
額
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
基
準
と
な
る
予
定
保
険
料
月
額

３
６
５
０
円
（
現
在
３
１
０
０
円

に
対
し　

％
の
増
）

１８

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
　

地
域
の
高
齢
者
の
健
康
の
維
持
、

保
健
・
福
祉
・
医
療
の
向
上
、
生

活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助
、

支
援
を
包
括
的
に
行
う
中
核
機
関

と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成　

年
3
月　

介
護
保
険
料

18

改
定
に
伴
う
富
良
野
市
介
護
保
険

条
例
改
正
（
案
）
市
議
会
審
議

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
結

果
公
表

・
平
成　

年
4
月
〜　

介
護
保
険

18

料
改
定

は
、
現
在
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
基
幹
型
を
移
行
し
、
市
直

営
で
運
営
し
ま
す
。

計
画
の
検
討
経
過

○
平
成　

年
5
月
〜　

月　

富
良

17

12

野
市
保
健
福
祉
推
進
市
民
会
議

（
4
回
開
催
）

計
画
検
討
委
員
会
実
務
者
会
議

（
随
時
開
催
）

介護保険料月額介護保険料年額保険料設定方法
区　　分
（所得段階）

1,825円21,900円基準年額×０．５０第１段階

1,825円21,900円基準年額×０．５０第２段階

2,733円32,800円基準年額×０．７５第３段階

3,650円43,800円基準年額×１．００第４段階

4,558円54,700円基準年額×１．２５第５段階

5,475円65,700円基準年額×１．５０第６段階

所得段階別の第１号被保険者数の介護保険料（改定案）

平成１８年～２０年の基準月額が第４段階になるのは、従前の第２段階
を第２段階と第３段階に区分したことによります。

●基準月額の改定の推移（基準額比較）

●第１号被保険者の所得段階別介護保険料（改定案）

← 現行の

　基準額

3,650円Ｈ１８～２０　基準月額（第４段階）

3,100円Ｈ15～17　基準月額（第３段階）

2,800円参考：Ｈ１２～１４　基準月額（第３段階）

生活保護受給者、世帯非課税で老齢福祉年金受給者第１段階

世帯全員が市民税非課税で本人の課税年金収入及び合計
所得金額の合計額が80万円以下

第２段階

世帯全員が市民税非課税第３段階

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は非課税第４段階

本人市民税課税で、その合計所得金額が200万円未満第５段階

本人市民税課税で、その合計所得金額が200万円以上第６段階

●所得段階　所得の状況に応じて６つの区分に分けられる
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成１７年度上半期予算執行状況

収入率
（％）

収 入 済 額予  算  額区　　　　分

52.611億8,113万円２２億4,424万円市 税
33.31億2,583万円３億7,800万円地 方 譲 与 税
55.21億4,908万円2億7,0００万円地方消費税交付金
37.63,309万円8,8００万円自動車取得税交付金
69.933億4,175万円４７億7,844万円地 方 交 付 税
25.51億3,069万円５億１,301万円分担金・負担金
46.88,295万円1億7,728万円使用料・手数料
20.42億6,406万円12億9,442万円国 庫 支 出 金
4.24,254万円10億1,885万円道 支 出 金
0.0０円5億1,280万円繰 入 金
6.54,012万円6億1,816万円諸 収 入
0.0０円8億0,330万円市 債
81.91億9,588万円2億3,923万円そ の 他
43.255億8,712万円129億3,573万円合 計

執行率
（％）

支 出 済 額予　 算　 額区　　　　分

48.38,318万円1億7,229万円議 会 費
42.95億3,246万円12億4,016万円総 務 費
50.215億0,066万円29億8,916万円民 生 費
42.85億3,561万円12億5,181万円衛 生 費
78.32,385万円3,045万円労 働 費
10.01億2,412万円12億4,619万円農 林 業 費
82.72億9,910万円3億6,183万円商 工 費
41.010億1,718万円24億8,391万円土 木 費
49.12億2,800万円4億6,408万円消 防 費
43.64億9,827万円11億4,152万円教 育 費
48.8７億4,358万円15億2,476万円公 債 費
0.0０円785万円予 備 費
2.350万円2,172万円災 害 復 旧 費
43.255億8,651万円129億3,573万円合 計

特別・企業会計
予算執行状況

収入率（％）収 入 済 額予算額（歳入）
会　　　　　　計

執行率（％）支 出 済 額予算額（歳出）
41.410億7,759万円

26億0,570万円国 民 健 康 保 険
特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

41.610億8,470万円
47.27億2,393万円

15億3,537万円介 護 保 険
36.95億6,723万円
44.213億4,995万円

30億5,721万円老 人 保 健
44.213億5,111万円
44.11,297万円

2,940万円公 設 卸 売 市 場
43.61,283万円
41.03億8,091万円

9億2,881万円公 共 下 水 道
44.74億1,517万円
51.45,963万円

1億1,610万円簡 易 水 道
36.94,288万円
33.91億6,693万円4億9,210万円

水 道 事 業企
業
会
計

28.31億7,025万円6億0,150万円
63.03億0,３４０万円4億8,190万円

ワ イ ン 事 業
39.63億1,550万円7億9,640万円

歳出歳入

特別会計の予算額は歳入歳出同額です。

一般会計のほかに、６つの独

立した特別会計と２つの企業

会計があります。

鰹問 財政課　拶３９－２３０６

一般会計 予算執行状況一般会計　予算執行状況 （平成１７年９月３０日現在）
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職員の給与・手当の状況　平

鰹問 総務課　拶３９－２３００

国　家　公　務　員富　良　野　市
区　分

勧奨定年自己都合勧奨定年自己都合
27.300月分21.000月分27.300月分21.000月分勤続２０年
42.120月分33.750月分42.120月分33.750月分勤続２５年
59.280月分47.500月分59.280月分47.500月分勤続３５年
59.280月分59.280月分59.280月分59.280月分最高限度額

１.北海道市町村職員退職手当組合に加入
　退職時特別昇給２号俸
２.平成１6年度一人当たり平均支給額（全職種）　2,349万円

詣退職手当の支給割合（平成１7年４月１日現在）

　　 　 主　 な　 内　 容　 　 　名 称

陰配偶者　　　     １３,0００円
隠配偶者以外の扶養親族
　２人目まで　１人６,０００円
　３人目から　１人５,０００円
韻１５歳から２２歳までの子　１人５,０００円加算

扶養手当

陰借家・借間　家賃が１２,０００円を超える場合に
支給。限度額２７,０００円
隠持ち家　６,０００円

住居手当

陰交通機関利用者　実費支給
隠交通用具利用者　２～５灼未満2,０００円
　　　　　　　　　５灼以上　往復距離×２０円
　　　　　　　　　×２１日（４５,０００円限度）

通勤手当

全職員中対象職員の割合　２2.3％
平均支給年額　
　対象職員１人当たり　　５4,413円
対象となる主な業務
　保育業務・保健師業務・養護老人ホーム業　
　務・看護専門学校教務・ごみ処理業務

特殊勤務

手 当

支給総額　4,228万円（前年度５,789万円）
１人当たり年額　　140,470円

時 間 外
手 当

警その他の手当（平成１7年４月１日現在）

軽部門別職員数の状況（平成１7年４月１日現在）

主 な 増 減 理 由増減
職　員　数

部　 門
１6年１7年
５５議 会

事務統廃合・縮小▲46662総 務
納税部門の強化21416税 務

7474民 生
事務統廃合・縮小▲34239衛 生

22労 働
1919農 林 水 産
44商 工

事務統廃合・縮小▲23836土 木
事務統廃合・縮小▲14544教 育

▲8309301一般会計小計
8８水 道
7７下 水 道

事務統廃合・縮小▲11110ワイン事業
1414そ の 他

▲14039企業会計小計
▲9349340合　計

職員数は、一般職の職員数であり、休職者・派遣職員などを含み、
特別職（４役）、臨時・非常勤職員を除きます。

計期末勤勉手当の支給割合
国家公務員富　良　野　市

区　分
勤勉手当期末手当前年比勤勉手当期末手当
０.７０月分１.４０月分1.0００.７０月分１.４０月分６月
０.７５月分１.６０月分１.02０.７5月分１.６０月分１２月
１.４5月分３.００月分１.４5月分３.００月分計

蛍特別職の給料・報酬（平成１7年４月１日現在）

　 期 末 手 当　月　　額区　　分

支給割合
６月期　２.１０月分
１２月期　２.３５月分
　計　　４.４５月分

７９５,７６０円市　長給　
　

料

６６３,０００円助　役
５７６,０００円収入役
５７６,０００円教育長
３８２,０００円議　長報　

酬
３３７,０００円副議長
３１０,０００円議　員

荊職員の平均給与月額の状況（平成１7年４月１日現在）
平均年齢平均給与月額区　　　分

４２.3歳３７１,411円一般行政職

給与には、給料のほか手当（期末・勤勉・寒冷地・退職手当
を除く）が含まれます。

茎初任給 （平成１7年４月１日現在）
初　任　給区　　　　分

１７０,2００円大学卒一　般
行政職 １３８,4００円高校卒

１人当たり
給与費Ｂ/Ａ

給　 与　 費職員数
Ａ 計　Ｂ期末・勤勉職員手当給　　料

653万
465円

19億
6,567万円

４億
8,188万円

1億
9,119万円

12億
9,260万円

３０1人

罫職員給与の状況（平成１7年度一般会計予算）

１.手当には、管理職・寒冷地・住居・通勤・時間外手当が含
まれます。
２.給与費は、特別職も含まれます。

前 年 度
人件費率

人件費率
Ｂ/Ａ

人 件 費
Ｂ

歳出決算額
Ａ

人　口

21.4%２１.8%
  ２７億
７,302万円

１２7億
1,767万円

２５,231人

１.人口は、住民基本台帳（平成１7.３.３１現在）によります。
２.人件費には、一般職のほか市長や助役などの常勤特別職に
支給される給料、議員などの非常勤特別職の報酬が含まれま
す。また、共済費や退職手当組合負担金なども含まれます。

繋人件費の状況（平成１６年度一般会計決算）

職員給与・手当の状況職員給与・手当の状況
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介護保
険料

国民健康
保険税

法人市
民税

軽自動
車税

都市計
画税

固定資
産税

市道民
税

1,355179,9692,2294627,75160,58327,274未納額
平成１５年度以前分

滞納繰越額・件数
681,35649245728728747件　数

1,95530,5091,1374473,71729,30012,617未納額
平成１６年度分

滞納繰越額・件数
946481679244244268件　数

3,310210,4783,36690911,46889,88339,891未納額滞納繰越額

　

市
税
な
ど
の
滞
納
繰
越
額
は

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど

は
市
税
な
ど
完
納
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
一
部
納
税
な
ど
に
対
す
る

意
識
が
低
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
厳
し
い
家
計
の
や

り
く
り
を
さ
れ
て
優
先
し
て
納
め

て
く
だ
さ
る
方
に
対
し
て
、
ま
た

公
平
・
公
正
性
を
期
す
る
観
点
か

ら
も
、
決
し
て
見
過
ご
す
事
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

諸
般
の
事
情
に
よ
り
納
期
内
に

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

分
割
納
付
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
や
疾
病
、
リ
ス
ト
ラ

な
ど
に
よ
り
全
額
を
納
め
る
こ
と

が
出
来
な
い
場
合
は
減
免
申
請
に

よ
り
減
額
出
来
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
か
ず
税
務
課
納
税
係
に

ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、
残
念
な
が
ら
納
税
な
ど

に
対
す
る
意
識
が
低
く
納
付
し
な

い
場
合
や
、
納
付
相
談
の
催
告
な

ど
に
応
じ
な
い
時
は
、
や
む
を
得

ず
法
的
措
置（
給
料
な
ど
の
債
権
・

不
動
産
・
そ
の
他
財
産
の
差
押
え
）

を
も
っ
て
強
制
的
に
徴
収
し
、
納

付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
税

17

務
課
以
外
の
職
員
に
も
「
徴
税
吏

員
証
」
を
交
付
し
、
市
税
ま
た
は

国
保
税
な
ど
の
未
納
者
宅
を
訪
問

し
徴
収
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

○
徴
収
の
職
員
訪
問
の
際
に
は

「
徴
税
吏
員
証
」を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

市
税
な
ど
の
滞
納
状
況

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
（
平
成　

年　

月
〜　

月
開
催
）

１７

１０

１１

　

に
お
い
て
、
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
市
税
の
滞

　

納
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保育料
（認可）下水道料簡易水道料水道料公営住宅料

2,5204,0402885,08921,607未納額
平成１５年度以前分

滞納繰越額・件数
231,1751221,36352件　数

1,3315,50720610,7303,663未納額
平成１６年度分

滞納繰越額・件数
91,1581032,02940件　数

3,8519,54749415,81925,270未納額滞納繰越額

単位：千円

問
い
合
わ
せ

税
務
課

拶
３
９
‐
２
３
０
２
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○
枝
草
類
の
収
集
に
つ
い
て

　

収
集
運
搬
計
画
の
う
ち
枝
草
類
の
収
集
に
つ
い
て
、

8
月
〜　

月
（
4
ヶ
月
間
）
は
、
月
2
回
の
収
集
に
し

11

て
い
た
だ
き
た
い
。

○
市
の
考
え
方

　

枝
草
類
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
は
月
4

16

回
の
収
集
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
各
週
の
排
出
量
が
少

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度
は
月
1
回
の
収
集

１７

に
変
更
し
ま
し
た
。
排
出
量
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
16

度
（
月
4
回
）
5
2
9
ト
ン
に
対
し
、
平
成　

年
度

17

（
月
1
回
）
は
3
7
7
ト
ン
と
な
り
、
3
割
近
く
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　

減
少
と
な
っ
た
一
つ
の
要
因
と
し
て
は
、
草
類
を
乾

燥
さ
せ
た
後
に
排
出
し
た
り
、
あ
る
い
は
草
類
を
土
に

返
す
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
排
出
方
法
の
工
夫
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
枝
草
類
の
収
集
に
つ
い
て

は
、
富
良
野
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の

協
議
及
び
「
市
民
の
声
」（
広
報
ふ
ら
の　

月
号

12

掲
載
）
に
よ
り
、
特
に
秋
の
街
路
樹
・
公
園
の

落
ち
葉
や
樹
木
の
剪
定
時
期
に
収
集
回
数
を
増

や
す
よ
う
要
望
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
の
「
富
良
野
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

（
ご
み
処
理
基
本
計
画
）」
に
お
い
て
、
特
に
9

月
・　

月
の
2
ヶ
月
間
は
月
2
回
の
収
集
と
す

10

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ご
意
見
で
は
、
8
月
か
ら　

月
の
4
ヶ
月
間

11

を
月
2
回
の
収
集
に
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
平

成　

年
度
実
績
で
は
8
月
・　

月
の
排
出
量
が

17

11

多
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
従
来
ど
お
り
月
1

回
の
収
集
で
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
月
の
排
出
量
実
績
に
よ
り
収
集
回

数
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
（
ご
み
処
理
基
本

計
画
）
の
見
直
し
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
（
期
間　

平
成　

年　

月
１
日
〜　

月　

日
）
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の

１７

１２

１２

２０

と
お
り
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
ご
意
見
に
対
す
る
結
果
（
意
見
の
概
要
と
市

の
考
え
方
）
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

拶
３
９
‐
２
３
０
８

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
結
果
に
つ
い
て

提
出
の
あ
っ
た
意
見
（
１
件
）

富
良
野
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

運
営
委
員
会
委
員
募
集

◆
公
募
す
る
委
員
数

◆
委
員
の
任
期

◆
委
員
の
任
務

◆
応
募
資
格

◆
委
員
報
酬
な
ど

◆
応
募
期
間

◆
応
募
方
法

◆
選
考
方
法
及
び
選

　

考
結
果

１
名

委
嘱
日
（
平
成　

年
３
月
予
定
）
〜
２
年
間

１８

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
事
業
の
円
滑
な
運
営
に

関
す
る
こ
と

・
市
内
に
住
ん
で
い
る
方

・
審
議
内
容
に
関
心
の
あ
る
方

・
年
１
回
の
会
議
に
参
加
が
可
能
な
方

・
現
在
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
施
設
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方

・
２，

７
５
０
円
（
会
議
１
回
の
出
席
に
つ
き
）

・
交
通
費
…
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

２
月　

日
俄
ま
で

２０

所
定
の
申
込
書
ま
た
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

職
業
と
応
募
の
動
機
を
記
入
し
て
、
直
接
ま
た
は

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

応
募
者
が
募
集
人
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、

選
考
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。
選
考
結
果
は

応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

鰹問
 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

〒
０
７
６
‐
０
０
５
４

富
良
野
市
春
日
町　

番
５
号

１２

維
２
２
‐
２
０
０
１

胃
２
２
‐
０
２
１
０

電
子
メ
ー
ル

fu
re
a
i-kfu
r-ro
h
jin
@
city

  
  
 
     
    
 
   
 
    .  

fu
ra
n
o
.h
o
kka
id
o
.j

  
  
 
 
  
 
   
  
 
  p  
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気
を
つ
け
ま
し
ょ
う　

火
気
に
対
す
る
油
断

平
成　

年
の
火
災
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

１７

　

平
成　

年
中
（
１
月
１
日
〜　

１７

１２

月　

日
）
の
富
良
野
市
内
の
火
災

３１
発
生
件
数
は
、
７
件
で
、
前
年
比

５
件
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
発
生
件
数
は
、
昭
和　

年
４９

消
防
組
合
発
足
以
来
、
最
少
の
発

生
件
数
で
、
記
録
に
残
る
過
去
の

統
計
に
お
い
て
も
最
少
の
発
生
件

数
で
す
。
建
物
火
災
は
６
件
で
、

建
物
住
居
部
分
か
ら
の
出
火
で
、

死
者
１
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
焼
火
災
は
１
件
で
こ
れ
に
よ
り

２
棟
が
全
焼
し
て
い
ま
す
。

　

全
火
災
の
損
害
額
は
１
１，

５

９
０
千
円
で
前
年
比
、
５
９
５
千

円
の
増
加
で
す
。
原
因
別
で
は
建

物
火
災
６
件
に
お
い
て
は
、「
た
ば

こ
の
不
始
末
」「
自
然
発
火
」
｢
溶

接
器
の
火
花
｣
が
そ
れ
ぞ
れ
１
件
、

「
台
所
の
コ
ン
ロ
の
不
始
末
」が
２

件
、
不
明
が
１
件
で
す
。
車
両
火

災
１
件
に
つ
い
て
は
、「
排
気
管
の

過
熱
」で
す
。　

こ
れ
ら
の
原
因
は
、

普
段
使
い
慣
れ
た
器
具
な
ど
の
取

扱
不
備
、
誤
っ
た
使
用
方
法
、
機

器
の
不
具
合
状
態
の
ま
ま
使
用
、

富
良
野
地
区
消
防
組
合

　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

日
常
使
用
し
て
い
る
火
気
に
対
す

る
油
断
な
ど
基
本
的
な
注
意
を

怠
っ
た
た
め
に
発
生
し
て
お
り
、

人
為
的
な
過
失
に
よ
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　

平
成　

年
版
消
防
白
書
に
よ
る

１７

と
、
こ
の　

年
間
の
全
国
の
火
災

１０

の
動
向
は
、
６
万
件
を
推
移
し
て

お
り
、
減
少
傾
向
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
火
災
に
よ
る
死
者
数
も
、
２，

０
０
０
人
を
超
え
て
推
移
し
て
お

り
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

建
物
火
災
の
死
者
数
の
約
９
割
を

市内の火災状況

平成１６年平成１７年区 分

１６１０出火件数

９７建 物

林 野

５３車 両

２その他

９１０焼損棟数

２全 焼

４１半 焼

５５部分焼

２ぼ や

１４９５２７建物焼損床面積 （㎡）

４９２４３建物焼損表面積 （㎡）

林野焼損面積    （ａ）

１１死者

負傷者

４４り災世帯数

１全 損

１半 損

２４小 損

７１１り災人員

12,75014,228損害額          （千円）

12,33013,521建 物

林 野

420707車 両

その他

爆 発

占
め
、
近
年
そ
の
数
は
急
増
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
死
者
の
半
数
以

上
が
高
齢
者
で
あ
る
た
め
、
ま
す

ま
す
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
消
防
法
が
改
正

さ
れ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

設
置
が
、
新
築
住
宅
に
お
い
て
は

本
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅

に
お
い
て
は
火
災
予
防
条
例
に
よ

り
平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
す
べ

２３

て
の
住
宅
に
お
い
て
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。　

地区別出火件数

布 部麓 郷山 部東 山富良野

２４建 物

林 野

１車 両

その他

２５計

月別出火件数

７ 月１ 月

８ 月２ 月

９ 月１３ 月

２１０月１４ 月

１１月５ 月

１１２月２６ 月
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シリーズ
第 ９ 弾

圏
域
５
市
町
村
の
連
携
に
向
け
て

「
自
治
の
か
た
ち
」
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

道
か
ら
の
提
案
に
対
す
る
検
証

　

３
月
の
最
終
報
告
に
向
け
、
５

市
町
村
長
に
対
す
る
経
過
説
明
を

　

月　

日
に
行
い
ま
し
た
。

１２

２７

　

北
海
道
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
基

礎
自
治
体
と
し
て
の
規
模
（
住
民

サ
ー
ビ
ス
充
実
の
観
点
か
ら
目
安

と
な
る
人
口
規
模
３
万
人
・
効
率

性
の
観
点
か
ら
目
安
と
な
る
人
口

規
模
５
万
人
）」
に
対
し
て
、
富
良

野
圏
域
の
状
況
を
分
析
す
る
中
か

ら
、
①
圏
域
５
市
町
村
が
合
併
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と

が
可
能
か
②
合
併
以
外
に
市
町
村

連
携
や
広
域
連
合
な
ど
広
域
行
政

の
手
法
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
が

可
能
か
、
の
視
点
に
基
づ
く
客
観

的
な
検
証
を
報
告
し
、
最
終
報
告

に
盛
り
込
む
こ
と
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

広
域
で
の
取
り
組
み

　

広
域
で
担
う
こ
と
が
望
ま
し
い

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
５
市
町

村
で
の
事
務
事
業
内
容
を
調
査
し
、

①
広
域
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
で

今
以
上
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
②
住
民

と
の
役
割
分
担
や
協
働
で
行
う
こ

と
で
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
効
果
が
改

善
さ
れ
な
い
か
③
す
で
に
広
域
で

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
、
現
状
で
行
政
効
果
は
充
分

に
果
た
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、

事
業
目
的
の
向
上
の
た
め
に
さ
ら

に
検
討
が
必
要
な
い
か
④
将
来
的

に
行
政
運
営
の
効
率
化
の
た
め
、

「
自
治
の
か
た
ち
」（
市
町
村
連
携
・

市
町
村
連
合
・
市
町
村
合
併
・
広

域
都
市
）
へ
の
検
討
の
余
地
は
な

い
か
、
の
視
点
か
ら
、
各
市
町
村

の
担
当
部
局
と
の
協
議
も
踏
ま
え
、

　

事
業
に
つ
い
て
報
告
及
び
経
過

１２説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
消
費
者
相
談
・
日
常
相
談
・
法

律
相
談
・
図
書
館
（
室
）
の
広
域

利
用
・
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
平

成　

年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
が

１８
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
治
の
か
た
ち
」
検
討

　
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

維
３
９
‐
２
３
１
１

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
検
討 
状

況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広
域
連
合
に
関
す
る
検
討

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
か
た
ち

と
し
て
、「
広
域
連
合
」
が
あ
り
ま

す
が
、
５
市
町
村
に
よ
る
水
平
連

携
と
、
北
海
道
と
の
垂
直
連
携
を

合
わ
せ
た
、
圏
域
５
市
町
村
と
北

海
道
と
の
広
域
連
合
で
あ
る
「
富

良
野
圏
域
セ
ン
タ
ー
」
構
想
に
つ

い
て
、
農
業
分
野
に
焦
点
を
あ
て

た
「
農
業
セ
ン
タ
ー
計
画
」
を
提

言
し
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て

　

３
月
の
最
終
報
告
後
に
つ
い
て

は
、
各
市
町
村
の
自
主
的
判
断
に

よ
り
住
民
か
ら
の
意
見
集
約
を
図

り
、
市
町
村
長
会
議
に
お
い
て
今

後
の
方
向
性
を
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
選
択
肢

を
選
ぶ
の
か
に
関
わ
ら
ず
、
今
後

も
広
域
的
な
視
点
で
の
検
討
は
必

要
不
可
欠
で
す
。

今
ま
で
の
協
議
・
確
認
事
項
を
踏

ま
え
、
今
後
の
最
終
報
告
に
向
け

て
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

　

消
費
者
相
談
・
日
常
相
談
・
法
律
相
談
・
図
書
館
（
室
）
の
広
域
利
用

富良野沿線
総務事務担当者会議
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○
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
、
業
務
・
旅
行
な

ど
の
用
務
が
あ
る
方
は
、
事
前
に

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
と
こ
ろ　

市
役
所
ロ
ビ
ー
・
山

部
支
所
・
東
山
支
所

◆
期　

間

　

市
役
所

　

２
月　

日
俄
〜
３
月
４
日
臥

２７

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

　

山
部
・
東
山
支
所

　

２
月　

日
峨
〜
３
月
４
日
臥

２８

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

○
不
在
者
投
票

　

出
稼
ぎ
な
ど
で
市
外
に
在
住
中

の
方
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
告
示
前
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

○
投
票
で
き
る
人

　

平
成　

年
３
月　

日
に
確
定
し

１７

３１

た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
」
に
登
録
さ
れ
、
選
挙
当
日
も

引
き
続
き
法
に
定
め
ら
れ
た
要
件

を
満
た
し
て
い
る
方
。

○
投
票
所

　

第
１
か
ら
第　

投
票
所
で
、
選

１６

挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
送
す
る
投

票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

○
投
票
時
間

　

午
前
９
時
に
開
き
、
午
後
４
時

に
閉
じ
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙

３
月　

日
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
、
富
良
野
市
農
業

３１

委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

告　

示
２
２
２ 
２
月
　
日
鰹日 
 

２６

投
票
及
び
開
票  
３
月
５
日
鰹日 
 

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

拶
３
９
‐
２
３
２
４

富
良
野
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
に
よ
り
調
製
し
た
「
富
良
野
市
農
業
委
員
会

１８

委
員
選
挙
人
名
簿
」
を
、
次
の
日
程
で
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　

２
月　

日
牙
〜
３
月
９
日
牙

２３

○
縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
・
山
部
支
所
・
東
山
支
所

な
お
、
選
挙
人
は
、
こ
の
名
簿
に
洩
れ
た
り
、
誤
り
が
あ
る
と
認
め
た

と
き
は
、
縦
覧
期
間
内
に
異
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

まちづくり講演会
～まちづくりって何だっけ～

人口減少や少子高齢化が一層進む中、市町村の財
政難など、地域を取り巻く環境が大きく変化して
います。
このような中、市民と行政がともに考えともに行
動する協働の推進、とりわけ地域のことは地域で
解決する自立した地域づくりに向けた取り組みが
重要となっています。
まちづくりとは一体どのようなことなのか。市民
が主役のまちづくりとは一体どういうことなのか。
住民自治の原点に立ち返り、地域の底力を引き出
し、足腰の強い協働のまちづくりを今後どのよう
に進めていくのか、一緒に考えてみませんか。

※託児が必要な方は、２月１５日我までに電話で申
　し込みください

と　き　　２月２４日鰹金 　午後６時３０分
ところ　　文化会館大会議室
入場料　　無料
基調講演　テーマ「あなたが主役の富良野づくり」
　　　　　講　師　札幌学院大学商学部兼大学院
　　　　　　　　　地域社会マネジメント研究科
　　　　　　　　　教授　河西　邦人　氏

講　演　　テーマ「まちづくりの主役になるため 
　　　　　　　　　の心得とは？」
　　　　　　講師　日本総合研究所研究事業本部
　　　　　　　　　主任研究員　矢ｹ崎　紀子　氏

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４
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ひよっこサロン（登録なしひよっこサロン（登録なし））

「ふれあい広場「ふれあい広場」」

毎週　火・水・金曜日
午前１０時～１１時３０分

と　き

保健センター機能訓練室　ところ

０歳児～２歳児（誕生日がきて３歳）の
親子

対 象

10時～親子で自由あそび
11時～保育士と親子が一緒に遊びます

内 容

３月１３日俄～１７日画受付期間

各４０組募集人数

子育て支援センター（保健センター２階）
にある申込書により申し込んでください。

申 込

鰹問 子育て支援センター　拶３９‐２２２３

１８年度
の募集

毎週　月曜日　午前１０時～１１時３０分と　き

保健センター機能訓練室　ところ

０歳児～２歳児（誕生日がきて３歳の
親子でふれあい広場登録児・保育所・
幼稚園入所児は対象外）

対 象

前半～親子で自由遊び
後半～紙芝居・絵本の読み聞かせ

内 容

子育てサロン（登録なし子育てサロン（登録なし））

毎週　月・水曜日　午後１時３０分～３時と　き

保健センター機能訓練室　ところ

０歳児～就学前の親子（保育所・幼稚園
入所児は対象外）

対 象

親子で自由遊び内 容

ふれあい広場（登録制ふれあい広場（登録制））

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
市
民
の
意
見
募
集
）

市
立
富
良
野
図
書
館
の
開
館
時
間
変
更
（
案
）

○
意
見
提
出
方
法
・
原
案
の
公
表
場
所
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
の
「
共
通

事
項
」
と
同
様
と
な
り
ま
す
。

［
変
更
の
必
要
性
］　

市
民
の
生
涯
学
習
の
高
ま
り
か
ら
、
図
書
館
を
利
用
す
る

市
民
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
多
様
化
す
る
市
民
の
学
習

意
欲
に
対
応
し
た
図
書
館
運
営
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
開
館
時
間
に
つ
い

て
は
、
時
間
延
長
を
求
め
る
市
民
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
開
館
延
長
の
試
行
・
意
向
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
市

民
の
利
便
性
の
向
上
と
利
用
促
進
の
た
め
開
館
時
間
の
変
更
を
行
な
う
も
の

で
す
。（
こ
の
変
更
に
伴
い
市
立
富
良
野
図
書
館
条
例
施
行
規
則
の
改
正
を
行

な
い
ま
す
。）

［
意
見
募
集
期
間
］　

平
成　

年
２
月　

日
画
〜
３
月
１
日
我

１８

１０

［
概
要
］

○
開
館
時
間
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

変
更
前　

火
曜
日
〜
日
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

変
更
後　

火
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

　
　
　
　

土
・
日
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
こ
れ
ま
で
と
同
じ
）

［
開
館
時
間
の
変
更
時
期
］　
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
実
施

１８

［
開
館
時
間
の
変
更
理
由
］　

時
間
延
長
の
試
行
結
果
・
意
見
箱
の
集
計
結
果
・

他
市
と
の
比
較
等
（
全
道　

市
）
に
よ
り
変
更
（
詳
細
は
原
案
公
表
場
所
で
公

３３

表
）

［
市
民
へ
の
影
響
］　

午
前
９
時
〜　

時
の
利
用
者
へ
の
影
響

１０

［
原
案
検
討
経
過
］　

○
平
成　

年
７
月
〜
８
月
開
館
時
間
延
長
（
試
行
）
○
平

１７

成　

年
７
月
〜　

月
意
見
箱
に
よ
る
要
望
調
査
○
平
成　

年
１
月
市
立
富
良

１７

１２

１８

野
図
書
館
協
議
会
で
の
協
議

［
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
］　

○
３
月
下
旬　
　

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

　

結
果
公
表

・
教
育
委
員
会
に
て
決
定

（
規
則
改
正
）

○
４
月　

開
館
時
間
の
変
更

図
書
館

〒
０
７
６
‐
０
０
３
２

富
良
野
市
若
松
町
５
番　

号
１０

　

維
２
２
‐
３
０
０
５

胃
２
２
‐
３
０
５
５

電
子
メ
ー
ル

to
syo
-k@
city

  
   
   
    .  fu

ra
n
o
.h
o
kka
id
o
.j

  
  
 
 
  
 
   
  
 
  p  

◆講　演
虚演題「農村の活性化と新たな可能性について（予定）」
　講師　北海道大学農学生物資源生産学専攻　教授　坂下　明彦氏

許演題「グリーンツーリズム～今、何が足りないか（予定）」
　講師　東オホーツク・シーニック・バイウェイ連携会議
　　　　代表　高谷　弘志氏

◆パネルディスカッション
テーマ「連携による農村の活性化（予定）」
コーディネーター
北海道大学農学研究科副研究科長　教授　松井　博和氏　　

農業大学講座

◆と　き　２月１５日我　午後１時～

◆ところ　文化会館大会議室

◆申込期限　２月１３日俄

◆参加料　無料

鰹問 農林課 拶３９－２３０９ 
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平
成　

年　

月　

日
か
ら　

月

17

11

26

12

5
日
ま
で
、
富
良
野
市
国
際
交
流

事
業
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
各
地　

箇
10

所
の
劇
場
を
視
察
す
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
文
化
予
算
が
削
減
さ
れ

る
中
で
「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

文
化
施
設
で
あ
り
た
い
！
」
と
願

う
全
国
の
公
共
ホ
ー
ル
担
当
者
と

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

私
は　

年
ほ
ど
前
、
演
劇
に
よ

10

る
ま
ち
づ
く
り
で
市
民
活
動
に
参

加
し
、
後
に
「
ふ
ら
の
演
劇
工
房
」

と
な
り
「
富
良
野
演
劇
工
場
」
の

運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
一
員
で
す
。

多
く
の
難
題
を
抱
え
な
が
ら
6
年

目
を
迎
え
、
前
進
す
る
た
め
に
も

今
は
大
き
な
試
練
の
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

　

英
国
の
ど
の
劇
場
も
特
色
が
あ

り
芝
居
の
他
、
教
育
や
地
域
へ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
知
恵
を

絞
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば

虚
建
設
時
か
ら
「
子
供
理
事
会
」

を
作
っ
て
子
供
の
意
見
を
入
れ
て

ロ
ビ
ー
の
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
、
遊

び
の
部
屋
な
ど
を
作
り
、
企
画
に

も
参
加
し
て
い
る
劇
場
。

許
表
現
力
を
豊
か
に
す
る
た
め
、

青
少
年
劇
団
を
支
援
し
て
い
る
劇

場距
新
作
書
下
ろ
し
の
み
を
上
演
す

る
劇
場

鋸
子
供
が
書
き
、
プ
ロ
の
演
出
家

が
助
言
し
、
プ
ロ
の
役
者
が
上
演

す
る
劇
場

漁
不
登
校
、
成
績
不
良
、
罪
を
犯

し
た
子
供
た
ち
へ
の
企
画

禦
算
数
や
地
理
の
学
習
を
劇
場
で

行
う
企
画

魚
高
齢
者
に
対
す
る
豊
富
な
企
画
。

　

あ
る
参
加
者
は
「
私
達
の
生
活

の
中
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
場

所
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

民
間
だ
か
ら
出
来
る
こ
の
よ
う

な
企
画
に
、
行
政
が
強
力
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
企
業
、
学
校
、
施
設

が
連
携
し
て
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
姿
を

見
て
い
る
と
、劇
場
は
社
会

の
縮
図
で
あ
り「
劇
場
の
空

間
」が
持
っ
て
い
る
可
能
性

は
非
常
に
大
き
く
、生
か
し

方
次
第
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　

今
回
一
番
の
楽
し
み

だ
っ
た
の
は
、リ
ー
ズ
市
に

あ
る
「
ウ
エ
ス
ト
・
ヨ
ー
ク

シ
ャ
ー
・
プ
レ
イ
・
ハ
ウ
ス
」

と
い
う
劇
場
で
す
。ふ
ら
の

演
劇
工
房
が
設
立
し
た
時
、
あ
ま

り
前
例
が
な
い
劇
場
の
姿
を「
夢
」

み
て
毎
晩
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
2
0
0
0
年
１
月
に

プ
レ
イ
・
ハ
ウ
ス
の
一
行
が
富
良

野
に
来
ま
し
た
。
そ
の
時
聞
い
た

運
営
内
容
が
「
ま
さ
に
私
達
の
描

い
て
い
た
夢
の
劇
場
」
だ
っ
た
の

で
す
。

…
い
い
芝
居
を
創
る
。
い
つ
で
も

人
が
集
ま
り
食
事
や
お
茶
を
し
な

が
ら
語
り
合
う
。
子
ど
も
や
お
年

寄
り
向
け
の
企
画
が
あ
る
。
地
域

か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
…
な
ど

そ
の
時
か
ら
私
は
ま
だ
見
ぬ
「
ウ

エ
ス
ト
・
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
プ
レ

イ
・
ハ
ウ
ス
」
へ
の
思
い
が
膨
ら

ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
念
願
が
叶

い
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
ま
し
た
。
や

は
り
素
晴
ら
し
い
劇
場
で
し
た
。

前
回
来
富
し
た
方
々
と
感
動
の
再

会
を
し
「
完
成
し
た
劇
場
を
見
に

行
き
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
今
後
交
流
が
続
く
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
夏
に
視
察
し
た
ア
メ
リ
カ

の
ア
シ
ュ
ラ
ン
ド
は
演
劇
で
観
光

客
を　

万
人
集
め
て
い
る
観
光
型

40

劇
場
。
一
方
今
回
の
イ
ギ
リ
ス
は

地
域
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ

せ
て
い
る
地
域
型
劇
場
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
両
国
と
も
長
年
の
積

み
重
ね
で
現
在
の
評
価
を
得
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

我
々
は
両
者
の
特
徴
を
学
び
生

か
し
な
が
ら
「
富
良
野
ら
し
い
演

劇
の
ま
ち
」
に
す
る
た
め
に
も
理

念
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
じ
っ
く

り
成
熟
さ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　

本
市
に
海
外
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
や

観
光
で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る

昨
今
「
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
文
武

両
道
の
ま
ち　

富
良
野
」
を
目
指

し
、
努
力
を
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　

年
後
の
富
良
野
に
目
標
を
定
め

50て
・
・
・「
本
気
で
す
れ
ば
・
た
い

て
い
の
事
は
で
き
る
。
本
気
で
す

れ
ば
・
な
ん
で
も
面
白
い
…
」
で

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

イ
ギ
リ
ス
の
劇
場

か
ら
学
ぶ   篠

 田
   信
 子
  さ
ん

し
の
だ 

の
ぶ
こ

富
良
野
市
国
際
交
流
事
業
報
告

（
上
五
区
）
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夢と希望を抱いて！

成
人
式

日ごろの音楽活動の成果を発表

　
　

月　

日
我
、
布
礼
別
小
・

１２

２１

中
学
校
で
「
冬
の
音
楽
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
学
級
で
日
ご
ろ

か
ら
練
習
し
て
き
た
合
唱
や
、

楽
器
演
奏
な
ど
計
７
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

集
会
に
続
い
て
、
ふ
ら
の
塾

生
に
よ
る
朗
読
劇
「
星
に
願
い

よ
」
が
上
演
さ
れ
、
児
童
・
生

徒
、
訪
れ
た
保
護
者
も
、
真
剣

な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
布
礼
別
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
「
ト
イ

レ
の
清
掃
奉
仕
活
動
」
の
話
を

聞
い
て
感
動
し
た
、
熊
本
県
在

住
の
方
か
ら
ち
ょ
っ
と
早
い
、

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

冬の音楽集会

　

１
月
８
日
蚊
、
文
化
会
館
で

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
２
３
０
名
（
男
１
１
８
名
、

女
１
１
２
名
）
が
式
に
出
席
し
、

家
族
、
友
人
と
新
た
な
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
高
田
市
長
か
ら
「
社

会
人
と
し
て
、
思
い
や
り
、
助

け
合
い
の
精
神
を
し
っ
か
り

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
映
像
で
振
り
返
る
私

た
ち
の　

年
と
題
し
た
」
ス
ラ

２０

イ
ド
上
映
や
弥
栄
太
鼓
の
演
奏
、

富
良
野
獅
子
舞
保
存
会
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

まちのできごと ZOOMUP
FURANO

ズズーームムアアッッププふふららのの

タグラクビーで全道優勝！
　

１
月　

日
臥
、札
幌
市
で
行
わ

１４

れ
た
第
２
回
全
国
小
学
生
タ
グ

ラ
ク
ビ
ー
選
手
権
北
海
道
予
選

大
会
で
、「
ふ
ら
の
小
へ
そ
タ
グ

ズ
」
が
初
参
加
、
初
優
勝
を
果
た

し
、３
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ふ
ら
の
小
へ
そ
タ
グ
ス
は
富

良
野
小
学
校
６
年
生　

名
で
編

１４

成
し
、練
習
期
間
は
わ
ず
か
１
カ

月
と
い
う
短
い
中
で
の
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
将
の
荒
井
章
吾
さ
ん
は「
全

国
大
会
も
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ふ
ら
の
小
へ
そ
タ
グ

ズ
」
全
国
大
会
へ

森
林
整
備
計
画
書
の
変
更

○
変
更
内
容

北
海
道
地
域
森
林
計
画
の
変
更
に
伴
う

変
更

　

主
な
改
正
内
容
は
、
東
京
大
学
演
習

林
が
国
立
大
学
法
人
と
な
り
国
有
林
か

ら
民
有
林
に
編
入
と
な
っ
た
た
め
、
森

林
面
積
の
変
更
及
び
森
林
区
分
（
公
益

的
機
能
の
区
分
）
の
追
加
、
並
び
に
立

木
の
伐
採
（
主
伐
）
の
標
準
的
な
方
法

の
う
ち
施
業
方
法
の
追
加
で
す
。

○
縦
覧
の
期
日

　

２
月　

日
我
ま
で

２２

○
縦
覧
場
所

　

農
林
課
・
市
役
所
１
階
行
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
・
山
部
支
所
・
東
山
支
所
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

鰹問
 

農
林
課 
拶
３
９
‐
２
３
０
９ 

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

◆
と　

き　

２
月
９
日
牙　

午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

市
役
所
大
会
議
室

◆
講　

師　

　
　

札
幌
国
際
大
学
講
師

　
　
　
　
　

富
永　

哲　

氏

◆
演　

題　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
参
加
費　

無
料

鰹問
 

議
会
事
務
局　

拶
３
９
‐
２
３
２
２



18こうほう 200６.2

今
月
の
手
続
き
       如
月

２月

February

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

昭
和　

年
２
月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

１６

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

興
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

興
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
献
血
」
は
　
　
　
　
　
　

　
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

左
表
の
日
程
で
採
血
車
「
ひ
ま

わ
り
号
」
が
来
市
し
ま
す
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鰹問
 

保
健
課

　

保
健
予
防
係拶

３
９
‐
２
２
０
０

就
学
援
助
制
度
の
　
　
　

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
小
中
学
校
へ
通
う
お

子
さ
ん
の
学
用
品
代
や
給
食
費
な

ど
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

◆
対　

象

○
次
の
措
置
を
受
け
て
い
る
方

虚
個
人
の
事
業
税
の
減
免
、
市
民

く
ら
し

無
料
調
停
相
談
会

◆
と　

き　

２
月　

日
画

１７

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館
研
修
室

◆
内　

容　

金
銭
の
貸
借
・
損
害

賠
償
・
夫
婦
や
親
族
の
も
め
ご
と

な
ど
の
日
常
生
活
の
紛
争
解
決
な

ど鰹問
 

富
良
野
簡
易
裁
判
所

拶
２
２
‐
２
２
０
９

税
の
非
課
税
・
減
免
、
固
定
資
産

税
の
減
免
（
た
だ
し
住
宅
の
新
築

に
よ
る
も
の
は
除
き
ま
す
）

許
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま
た

は
徴
収
の
猶
予

距
国
民
年
金
の
掛
金
の
減
免

鋸
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
（
母
子

家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
手
当
）

漁
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け

○
収
入
の
少
な
い
方
及
び
災
害
、

病
気
、
失
業
、
事
故
な
ど
の
事
情

で
、
学
費
の
負
担
が
困
難
な
方

○
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を

有
す
る
日
雇
労
働
者
、
ま
た
は
職

業
安
定
所
登
録
日
雇
労
働
者
の
方

鰹問
 

学
校
教
育
課
学
務
係

拶
３
９
‐
２
３
２
０

育
英
基
金

◆
応
募
資
格

　

親
権
者
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
方

が
市
内
に
住
所
を
有
し
、
成
績
優

秀
・
素
行
善
良
で
学
校
長
が
推
せ

ん
す
る
方
で
、
経
済
的
理
由
で
学

資
の
負
担
が
困
難
な
方
。

◆
応
募
手
続

　

３
月　

日
俄
ま
で
に
学
校
教
育

２０

課
（
図
書
館
３
階
）
に
あ
る
申
込

書
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
富
良
野
市
育
英
基
金

◆
貸
与
額
（
月
額
）

高
校
生　
　
　
　
　

８
０
０
０
円

高
等
専
門
学
校
生
１
２
０
０
０
円

大
学
生　
　
　
　

１
５
０
０
０
円

と　こ　ろと　　　き

市民生協富良野店１０：００～１３：００１４日峨１４：００～１６：００
ふらの農協山部支所１０：００～１１：４０１５日我 旭川信金富良野支店１３：００～１６：００
富良野商工会議所１０：００～１１：４５

１６日牙 ふらの農協本所１３：００～１４：３０
富良野緑峰高校１４：５０～１６：００
富良野市役所１０：００～１４：００１７日画 新富良野プリンスホテル１４：３０～１６：００

（ひまわり号来市日程　２月）

先着２０名募 集

１名につき小麦粉１㎏、米粉１㎏以内配 布 量

２月１５日我までに農林課まで申し込みください申 込

鰹問 農林課 拶３９－２３０９ 

農産加工研究の一環として、小麦粉と米粉の活用アイディアを
募集します。希望者には、富良野産小麦粉、米粉のサンプルを
渡します。

富良野産の農作物を加工し手づくり食品を作る企画です。

　と　き　２月９日牙　午後１時～
　ところ　ふらのチーズ工房
　定　員　１５名
　教材費　５００円
　持　物　筆記用具・持ち帰り用の袋
　申込期限　２月７日峨　　　　　　　　　

富良野産小麦粉でつくる「手打ちうどん講座」

鰹問 ふらのチーズ工房
拶２３‐１１５６

富良野産の小麦粉・米粉の活用アイディア募集

講師　佐々木剛先生
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◆
入
学
準
備
金

高
校
生　
　
　
　

１
０
０
０
０
円

高
等
専
門
学
校
生
１
２
０
０
０
円

大
学
生　
　
　
　

２
０
０
０
０
円

※
貸
与
は
無
利
子
で
卒
業
後
に
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す

○
戸
倉
育
英
基
金

◆
給
付
額

高
校
生　
　
　
　

３
０
０
０
０
円

高
等
専
門
学
校
生
４
０
０
０
０
円

大
学
生　
　
　
　

５
０
０
０
０
円

鰹問
 

学
校
教
育
課
学
務
係

拶
３
９
‐
２
３
２
０

募
集

空
知
川
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
森

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
格
安
プ

レ
ー
券
を
販
売

　

オ
ー
プ
ン
を
前
に
格
安
（
通
常

料
金
の
２
割
引
・
数
量
限
定
）
の

前
売
り
プ
レ
ー
券
を
販
売
し
ま
す
。

◆
販
売
価
格
（
５
回
分
）

○
一
般

　

平　

日　
　
　

１
４
０
０
０
円

　

土
・
日
・
祝
日　

１
８
０
０
０
円

○
シ
ニ
ア
（　

歳
以
上
）

６５

　

平　

日　
　
　

１
０
０
０
０
円

　

土
・
日
・
祝
日　

１
４
０
０
０
円

※
利
用
は
北
コ
ー
ス
の
み

◆
販
売
期
間　

４
月　

日
画
ま
で

１４

鰹問
 

空
知
川
ゴ
ル
フ
公
社

拶
２
２
‐
４
１
１
０

市
役
所
臨
時
職
員　

　

臨
時
職
員
の
採
用
予
定
者
登
録

を
行
い
ま
す
。

◆
職　

種　

一
般
事
務
職
・
技
能

職
・
労
務
職
の
補
助
員

◆
応
募
資
格　

市
民

◆
雇
用
期
間　

　
　

１
カ
月
以
上（
最
高　

カ
月
）

１２

◆
採
用
方
法　

登
録
さ
れ
た
方
の

中
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
採

用
し
ま
す　

◆
登
録
期
間　

平
成　

年
４
月
１

１８

日
〜
平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

◆
申　

込　

総
務
課
に
あ
る
登
録

申
込
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

２
月　

日
峨
ま
で
に
提
出
し
て
く

２８

だ
さ
い

鰹問
 

総
務
課
職
員
係

拶
３
９
‐
２
３
０
０

臨
時
保
育
士
・
臨
時
児
童

厚
生
員

◆
応
募
資
格　

市
民

◆
募
集
人
員　

○
臨
時
保
育
士
（
保
育
士
有
資
格

者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

○
臨
時
保
育
補
助
員　
　

若
干
名

○
臨
時
児
童
厚
生
員　
　

若
干
名

◆
勤
務
先　

市
立
保
育
所
・
児
童

館
・
児
童
セ
ン
タ
ー　

◆
採
用
方
法　

登
録
さ
れ
た
方
の

中
か
ら
、
必
要
に
応
じ
随
時
採
用

し
ま
す
。

◆
登
録
期
間　

平
成　

年
４
月
１

１８

日
〜
平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

◆
申　

込　

３
月　

日
画
ま
で
に

１０

児
童
家
庭
課
・
各
保
育
所
に
あ
る

申
込
書
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
以
降
随
時
申
し
込
み
を
受

け
付
け
し
ま
す
。

鰹問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

拶
３
９
‐
２
２
２
３

市
・
道
営
住
宅
入
居
者

◆
受
付
期
間 
２
月
６
日
俄
〜　

日
画

１７

◆
募
集
戸
数　

３
戸　

◆
入
居
資
格

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

◆
募
集
す
る
住
宅

▽
一
般
向
け
住
宅

北
の
峰
町　

番
２３

（
昭
和　

・　

年
３
Ｄ
Ｋ
）
２
戸

５３

５５

▽
単
身
者
向
け
住
宅

北
麻
町
３
番

　
（
昭
和　

年
２
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

４４

◆
家　

賃　

入
居
す
る
方
の
収
入

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

◆
申　

込　

都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類

（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

拶
３
９
‐
２
３
１
６

　起業化をめざすグループの募集　

　市では、生涯学習センター食品加工室で
の試験製造免許取得、試験販売をめざすグ
ループを公募します。

◆採用団体数　

　１団体程度（応募者が多数の場合は、５
　年後までの計画書の提出と面接による選
　考）

◆応募条件

　起業化をめざしている３人以上のグルー
　プ（既に何らかの食品の製造免許取得者
　は不可）

◆申　込　　　　

　２月１５日我までに農林課まで申し込みく
　ださい

鰹問 農林課 拶３９－２３０９ 

ジュニアスノーフェスティバル

と　き　３月４日鰹土 　午後２時～
　　　　３月５日鰹日 　午後１時まで

ところ　布部小中学校

対　象　小学３年生～中学生

定　員　２００名（先着）

参加料　1,000円

申　込　２月１４日鰹火 までにスポーツセン

　　　　ター・文化会館・生涯学習センター・東

　　　　山支所に申し込みください。

［内　容］

鬼ごっご・宝さがし・○×クイズ・屋台村・玉入
れ・スノーラフティング・雪山すべりほか

鰹問 スポーツセンター
　拶２３‐３２９２
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講
座

生
命
の
貯
蓄
体
操
　
　
　

　
　
　
　
　
実
技
講
習
会

◆
と　

き　

２
月　

日
画

２４

　
　
　
　
　

午
後
１
時

◆
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
講　

師　

生
命
の
貯
蓄
体
操
普

及
会
北
海
道
連
合

　
　

支
部
長　

工
藤
マ
サ
エ
先
生

◆
用　

意　

筆
記
用
具
、
バ
ス
タ

オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装

◆
参
加
費　

無
料

◆
そ
の
他　

市
内
４
会
場
で
週
１

回
実
技
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見
学

希
望
の
方
は
加
藤
さ
ん（
拶
２
２
‐

３
６
３
０
）
ま
で

鰹問
 

保
健
課
健
康
推
進
係

拶
３
９
‐
２
２
０
０

富
良
野
消
費
者
大
会

◆
と　

き　

２
月　

日
峨

１４

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

◆
と
こ
ろ　

女
性
セ
ン
タ
ー

◆
講　

演　

○
テ
ー
マ　

サ
ー
ビ
ス
も
買
い
物

○
講　

師　

光
塩
学
園
女
子
短
期

大
学
教
授　

佐
藤　

朝
子
氏

◆
参
加
費　

無
料

◆
申　

込　

２
月　

日
画
ま
で
に

１０

消
費
者
協
会
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

鰹問
 

富
良
野
消
費
者
協
会

拶
３
９
‐
１
１
６
６

「
糖
尿
病
と
心
疾
患
」　
　

講
演
会

◆
と　

き　

２
月　

日
臥

１８

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

◆
と
こ
ろ　

協
会
病
院
講
義
室

○
講　

師　

協
会
病
院
循
環
器
科

主
任
医
長　

名
取　

俊
介
先
生

◆
参
加
費　

無
料

鰹問
 

協
会
病
院
地
域
医
療
福
祉
科

拶
２
３
‐
２
１
８
１

子
ど
も

●
み
ん
な
も
遊
ぼ
う
よ
！

　

市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
だ
れ

で
も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

土
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

※
午
後
４
時　

分
〜
午
後
５
時
ま

３０

で
は
清
掃
時
間
の
た
め
自
由
な
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
児
童
館

は
利
用
で
き
ま
せ
ん

・
吹
雪
で
集
団
下
校
・
臨
時
休
校

の
と
き
・
集
団
か
ぜ
で
学
校
・
学

級
閉
鎖
の
と
き

鰹問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

拶
３
９
‐
２
２
２
３

２
月
の
児
童
館
行
事

詳
し
く
は
各
館
（
セ
ン
タ
ー
）
へ

と
こ
ろ

緑町児童館
（緑町１３‐８）

拶２２‐３３７０

北の峰児童館
（北の峰町２７‐１）

拶２３‐４８０４

麻町児童センター
（西麻町２‐３３）

拶２３‐２９７７

桂木児童センター
（桂木町２‐４１）

拶２２‐３７９２

東部児童センター
（錦町１３‐１）

拶２３‐５１２９

と
き
・
内
容

▽　

・　

日

１６

１７

　

お
ひ
な
さ
ま
ま
つ
り

▽　

日
〜　

日

２０

２５

　

オ
セ
ロ
週
間

▽　

日
１３

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン　

　

チ
ョ
コ
づ
く
り

▽　

〜　

日　

１６

１８

　

お
ひ
な
さ
ま
づ
く

　

り
▽　

日
１５

　

雪
中
運
動
会

▽　

・　

日　

２０

２１

　

お
ひ
な
さ
ま
づ
く

　

り
▽　

日
１０

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン　

　

チ
ョ
コ
づ
く
り

▽　

〜　

日

１３

１５

　

お
ひ
な
さ
ま
づ
く

　

り
▽　

日
１０

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン　

　

チ
ョ
コ
づ
く
り

▽　

・　

日　

２０

２１

　

お
ひ
な
さ
ま
づ
く

　

り

　と　き　２月１７日画　午後６時３０分
　ところ　文化会館中会議室（２階）
　参加料　1,200円
　定　員　２０名（先着順）
　内　容
　　「ワインの基本的な知識「ワインの基本的な知識」」
「ワインを楽しむためのコツは？　　「ワインを楽しむためのコツは？」」
「ソムリエナイフを使ってみよう　　「ソムリエナイフを使ってみよう」」
「ワインのテイスティングと表現方法　　「ワインのテイスティングと表現方法」」

●体験しながらわかりやすく説明します。
●ワインの試飲がありますので、車はご遠慮
　ください

鰹問 ワイン工場　　拶２２‐３２４２

ふらの市民講座

ワインセミナー（初歩講座）
やまべ

ゆきんこまつり
と　き　２月１２日鰹日 午前１０時～午後２時
ところ　生涯学習センター

イベント内容
○各種ゲーム　ジャンボカルタ・チューブカーリ
　ング・コンテナでコン・おにぎりコンテストほ
　か
○体　験　ポニー馬そり・スノーモービル
○無料提供　甘酒・豚汁・綿アメ・みかん・風船

前夜祭（２月１０日鰹金 　午後6時～８時３０分）
○体　験　打ち上げ花火・キャンプファイヤー・
　フォークダンス・カラオケ・かまくら親子体験

鰹問 山部商工会　拶４２‐２４０９

やまやまべべ
ゆきんこまつゆきんこまつりり
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年
金

　

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
平
成　

年
分
ま
で

１６

の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
で
は
、
納
付
し
た
保
険
料
を
証

明
す
る
書
類
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成　

年
分
の
所
得

１７

の
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告

す
る
場
合
に
、
１
年
間
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な

ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書

と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、
社
会

保
険
庁
か
ら
昨
年　

月
上
旬
に
送

１１

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
の
途
中
か

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な

ど
、　

月
以
降
に
初
め
て
保
険
料

１０

を
納
付
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
２

月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
な
ど
の
手

続
き
の
際
に
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
出
を

　

結
婚
や
養
子
縁
組
な
ど
で
氏
名

が
変
わ
っ
た
と
き
は
、「
年
金
受
給

権
者
氏
名
変
更
届
」
を
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、「
氏
名
変
更
届
」
の
証

明
欄
に
市
長
の
証
明
を
受
け
る
か
、

ま
た
は
氏
名
変
更
届
に
戸
籍
の
抄

本
か
住
民
票
を
添
付
し
、
年
金
証

書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
氏
名
変
更
届
」
に
住
民

票
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
と
き
に
は
、

市
長
の
証
明
を
受
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ

な
く

鰹問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

拶
３
９
‐
２
３
０
１

●児童書（新着）
かさい　まりあえたらいいな
木暮　正夫くまいちご

五味　太郎ふゆはふわふわ

アン　グットマン夜になると

●一般書（新着）
東　直己英雄先生
林　真理子パリよ、こんにちは
石田　衣良愛がいない部屋
山本　一力道三堀のさくら
西本　正明一場の夢
伊藤　致雄神の血脈
栗本　薫女郎蜘蛛
朱川　湊人わくらば日記

催　し

富良野高校合同展 ８日我～１６日牙　展示ホール
絵本の読み聞かせ・映画・手づくり
紙芝居の集い ４日臥午前１０時３０分～

多目的ホール

ボランティアどんぐり おはなし会　
毎週水曜日午後３時３０分～

絵本コーナー

休館日

定例休館日　毎週月曜日
特別整理休館日　１９日蚊～２４日画
祝日休館日　１１日臥

（２月）

鰹問 図書館
拶２２‐３００５

心身障がい者の巡回相談を
開催します

平成１７年度の道立心身障がい者総合相談所に
よる巡回相談が次のとおり開催されます。

と　き　３月６日鰹月 午後１時～９日鰹木 正午
ところ　旭川市宮前通東４１５５番地３０
旭川市障害者福祉センター「おぴった」

拶０１６６‐４５‐０７５０
相談内容
知的障がいの方の施設入所にかかる、医学・心
理学的及び職能的判定。その他専門的相談など

※相談は予約制です。希望される方は２月１７日
画までに福祉課福祉総務係へ連絡してくださ
い。

問合せ・申込み
 福祉課福祉総務係　拶３９‐２２１１

総合計画実施計画
の最新版がまとま
りました。

市では毎年、総合計画実
施計画に掲載されてい
る各事業の進捗状況や、
今後の見込みに基づき
掲載内容を新しい情報
に更新しています。

閲覧場所

市役所１階行政情報
コーナー・山部支所・東
山支所・図書館
○市のホームページで
も掲載しています。

鰹問 企画振興課
拶３９‐２３０４

「
新
入
学
児
童
交
通
傷
害
保
険
料
の
支
援

見
直
し
」
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
と　

き　

２
月　

日
画　

午
前　

時　

分
〜

１７

１０

３０

〇
と
こ
ろ　

市
役
所
大
会
議
室

○
託　

児　

２
月　

日
画
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１０

鰹問
 

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８
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「４月からの幼稚園が楽しみだな。」

　　　大島　 昇汰 さん （３歳）錦町
しょうた

　　　

お子さんの
写真を募集
しています！

寄
付
  あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

二
口
フ
ク
（
本
町
）　

　
　
　
　
　
　

金　

１
０
０
千
円

理
寛
寺
睦
夫
（
本
町
）

　
　
　
　
　
　
　

掛
時
計　

１
点

東　

照
一
（
西
町
）

公
園
敷
地
と
し
て

　
　
　
　
　
　

１
２
６．

４
２
㎡

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

中
川
一
郎
（
朝
日
町
）　

機
関
車
運
転
手
用
制
服
ほ
か
６
点

　
　
　
　
　
　
　

カ
メ
ラ　

７
台

寿
光
園
へ

小
蕎
良
吉
（
南
富
良
野
町
）

　
　
　
　
　
　
　

み
か
ん　

２
箱

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ナ
イ
ト
ア
ケ
ミ

　
　
　
　
　
　

み
か
ん　
　

１
箱

　
　
　
　
　
　

ジ
ュ
ー
ス　

４
箱

北
海
道
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

㈱
富
良
野
営
業
所

　
　
　
　
　

飲
料
水　

５
ケ
ー
ス

谷
川
正
明
（
札
幌
市
）

　
　
　
　
　
　
　

車
イ
ス　

１
台

　
　
　
　
　
　
　

み
か
ん　

２
箱

和
八
茂
子
（
春
日
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　

古
布　

１
箱

今
西
肇
（
山
部
９
町
内
）

　
　
　
　
　
　

紙
お
む
つ　

３
袋

　
　
　
　

尿
と
り
パ
ッ
ト　

２
袋

　
　
　
　
　
　

順
不
同
・
敬
称
略

「バナナがとても
大好きです！」

　東　 連翔 さん
れんと

(１歳９カ月）緑町

初
春
や
輪
袈
裟
戴
く
寺
参
り

山
崎　

和
子

牡
蠣
鍋
の
お
ろ
し
大
根
た
っ
ぷ
り
と

森　

美
代
子

ふ
る
里
の
連
峰
展
く
初
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
辻　
　

ゆ
き

置
薬
底
を
つ
い
て
る
冬
ご
も
り

長
畑　

靜
香

文
机
に
孫
の
丸
め
し
鏡
餅　

佐
藤　

輝
夫

風
害
に
耐
え
し
老
松
今
朝
の
春

津
山　

洋
子

明
朝
は
白
き
世
界
へ
い
ざ
な
う
か

窓
を
た
た
く
や
夜
半
の
風
音　
　
　
　

鎌
田　

敬
子

雪
の
朝
ベ
ニ
サ
ボ
テ
ン
い
じ
ら
し
く

花
一
つ
あ
り
何
時
か
萎
る
る　
　
　
　

村
上
せ
つ
子

氷
点
下
二
十
度
の
朝
も
ア
ザ
レ
ア
の

う
す
紅
は
部
屋
に
あ
か
る
さ　
　
　
   
木
村
み
ど
り

ひ
と
切
れ
の
雑
煮
餅
な
り
ゆ
っ
く
り
と

時
か
け
て
食
む
穏
や
か
な
朝　
　
　
　

岡
本　

靜
子

書
き
終
え
る
日
の
あ
り
や
な
し
子
が
く

れ
し
十
年
日
記
ず
し
り
と
重
し　
　
　

寺
島　

君
子

じ   ん

ふらのの元気を紹介します！　われら ふらの人
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「
生
活
習
慣
病
」と
呼
ば
れ
る
高

血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
病
・
肥
満
・

高
尿
酸
血
症
な
ど
の
病
の
基
に
、

多
く
の
共
通
因
子
が
存
在
す
る
こ

と
が
判
明
し
、
最
近
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
代
謝
症

候
群
）
と
い
う
呼
び
名
も
定
着
し

て
き
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
基
準
は
①

腹
腔
内
脂
肪
蓄
積
・
ウ
エ
ス
ト
周

囲
径
：
男
性
≦　

㎝
・
女
性
≦　

８５

９０

㎝
②
高
中
性
脂
肪
血
症
：
≦
１

５
０
m
g
/
d
l
・
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
血

症
≦　

m
g
/
d
l
③
血
圧
収
縮

４０

期
血
圧
：
≦
１
３
０
m
m
Ｈ
g
・

拡
張
期
血
圧
：　

m
m
Ｈ
g
④
空

８５

腹
時
高
血
糖
：
１
１
０
m
g
/

d
l
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
代
表
的
な
病
気
、
高
血
圧
と

糖
尿
病
を
整
理
し
ま
す
。

○
高
血
圧　

　

か
つ
て
わ
が
国
に
高
血
圧
が
多

く
脳
卒
中
が
多
発
し
た
の
は
、
一

つ
に
は
漬
物
な
ど
食
塩
の
過
剰
摂

取
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
食
塩

摂
取
量
は　

ｇ
と
な
っ
て
い
ま
す

１２

が
、
目
標
は
６
ｇ
／
日
未
満
が
理

想
で
す
。
成
人
に
お
け
る
血
圧
分

類
で
は
正
常
血
圧
１
３
０
／
８
５

m
m
Ｈ
g
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

以
上
を
高
血
圧
と
す
る
と
、
日
本

で
は
３
０
０
０
万
人
以
上
が
こ
れ

に
相
当
す
る
の
に
、
治
療
を
受
け

て
い
る
人
は
こ
の
半
分
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
高
血
圧
こ
そ
脳

卒
中
や
動
脈
硬
化
、
心
不
全
の
最

大
の
危
険
因
子
で
、
半
身
麻
痺
な

ど
の
後
遺
症
を
残
す
病
気
で
す
。

○
糖
尿
病

　

飽
食
、
食
事
の
西
欧
化
、
運
動

不
足
な
ど
に
伴
い
、
こ
の
病
気
は

現
在
６
２
０
万
人
、
予
備
軍
７
０

０
万
人
と
急
速
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
接
種
し
た
糖
分
を
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
に
変
え
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
分

泌
不
足
か
、
こ
れ
が
機
能
し
な
い

イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
の
低
下
（
イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
）
が
そ
の
病
態

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
後
に
急

に
血
糖
が
上
昇
す
る
の
を
い
か
に

防
ぐ
か
が
最
も
重
要
な
の
で
、
糖

尿
病
の
薬
だ
け
は
必
ず
先
に
飲
み

ま
す
。
食
事
と
し
て
、
米
飯
は
よ

く
か
む
と
ゆ
っ
く
り
吸
収
さ
れ
る

の
で
、
お
勧
め
し
ま
す
。
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
は
厳
禁
。
合
併
症
が
重

大
な
問
題
で
、
５
年
く
ら
い
で
心

筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、
下
肢
な
ど
の

神
経
炎
、　

年
す
ぎ
る
と
糖
尿
性

１０

網
膜
症
で
失
明
、
腎
障
害
で
将
来

人
工
透
析
、
下
肢
の
潰
瘍
が
悪
化

し
切
断
と
い
っ
た
ひ
ど
い
状
態
に

な
り
ま
す
。
た
だ
、
糖
尿
病
は
す

べ
て
が
「
生
活
習
慣
病
」、
自
己
責

任
と
は
言
い
切
れ
ず
、
遺
伝
の
要

素
も
含
み
ま
す
。

富良野医師会　理事　渡部　秀雄

●生活習慣の改善⑰
生活習慣病予防対策

ＱA ダイヤル交換市ダイヤル交換市

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ほ

し
い
と
言
う
電
話
が
来
て
、

　

分
近
く
答
え
て
い
る
と
「
１

３０セ
ッ
ト
で
良
い
で
す
か
？
支
払

は
一
括
に
し
ま
す
か
？
｣
な
ど

と
買
う
気
も
な
い
の
に
購
入
す

る
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
い

い
で
す
」
と
断
っ
た
つ
も
り

だ
っ
た
の
に
書
類
が
送
ら
れ
て

き
た
の
で
、
電
話
を
入
れ
る
と

「
う
ち
は
外
国
製
品
の
代
理
店

を
し
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
無

い
か
ら
解
約
は
で
き
な
い
。
口

頭
で
も
契
約
は
契
約
だ
｣
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
良

い
の
で
し
ょ
う
。

送
ら
れ
て
き
た
書
類
を
見

る
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
申
込
書

で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
記
載

も
あ
り
ま
し
た
。
相
談
者
は
申

込
書
に
記
入
、
送
付
し
た
訳
で

な
い
の
で
業
者
の
説
明
が
嘘
で

し
た
。
口
頭
で
も
契
約
で
す
が
、

こ
の
よ
う
に
電
話
勧
誘
販
売
の

場
合
、
契
約
書
が
完
成
し
て
い

な
け
れ
ば
契
約
成
立
と
は
な
り

ま
せ
ん
。
相
談
者
に
は
契
約
書

を
返
送
し
な
い
よ
う
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
電

話
が
来
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て

い
る
と
言
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
個
人
情
報
保
護
の

点
か
ら
考
え
て
も
、
身
分
や
何

に
活
用
す
る
か
目
的
を
明
ら
か

に
し
な
い
相
手
へ
の
返
答
の
仕

方
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ

ア
ン
ケ
ー
ト
電
話

◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
捌大型冷凍冷蔵庫捌子ども用自転車
捌ベビーバス捌子ども用２段ベット
捌ロールマッサージ捌男性大人用ス
キーウエア捌学習机捌スキー・ス
トック捌介護用トイレ捌お雛様セッ
ト捌スチール机捌ダンスシューズ捌
パソコン用プリンター捌電気オルガ
ン捌長椅子捌電器こたつ捌こたつ

 譲ってください 
捌ジュニアシート捌ストーブガード
捌プレステⅡフライトスティック捌
炊飯器捌テレビ捌電子レンジ捌冷蔵
庫捌ベビーフェンス

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

鰹問 消費生活センター 　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は
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編集後記◆◆◆
■片付けをしていたら、１年
前に無くした取材ノートが
出てきました。懐かしいと思
いながらペラペラめくると
読めない字がある。字が下手
だとは思っていたが、自分で
も読めないとは…（と）

成　人　式

１月８日に行われた成人式の１枚です。

ちょっと緊張気味で挨拶をしていた新

成人の中で、堂々と「二十歳の誓い」を

述べていた姿が印象的でした。とっても

着物が似合っていました。

今月のラジオ

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日午前８時から８時５分
・放送内容　市からのお知らせやまちの話題など

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　２月25日臥　午前１０時から１０時３０分
・放送内容　「地域医療の推進をめざして」


